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Tab I e 1. 運動部に加入していた者の人数 Table 2.殴られた体験をもつものの割合
学校 人数 全対象者に対する割合 学校 人 数（％）
小学校 99人 36.9% 小学校 22 (22. 2) 
中学校 239 89. 2 中学校 87 (36. 4) 
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Table 3. 殴る指導者の特性
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